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発表要旨 

「東アジア」という概念はよく近代以前の歴史、特に中国、朝鮮半島と日本の関係、を議論する際に

よく用いられている。この時代のアジアにおける国際秩序はよく「朝貢体制」と説明されている。本文

では、まず、十七世紀から十九世紀までの中朝関係におけるいくつかの特徴を指摘したうえで、当時清

朝と朝鮮の関係は清朝と日本の関係とはずいぶん違うことを強調したい。その時代に、比較的に平和な

「東アジア」は簡単に「朝貢体制」で説明しきれないものである。さらに、本文ではいくつかの関連概

念と方法論についても議論する。 
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